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原子力産業界の変革に向けて ATENAのリーダーシップ

原子力エネルギー協議会 理事長

魚住 弘人 (うおずみ・ひろと)

東京大学工学部原子力工学科卒。日立製作所
入社，日立 GE ニュークリア・エナジー代表
取締役社長，日立製作所執行役常務，同取締役
会長，原子力損害賠償・廃炉等支援機構技監
などを経て 2021 年 6 月から現職。

東日本大震災を受け，原子力産業界に対する社会の信頼は大きく損なわれ，規制当局も「規制の虜」と評さ
れる状況に置かれました。この背景のもと，産業界は原子力安全推進協会，電力中央研究所 原子力リスク研
究センターを順次設立し，2018 年には原子力エネルギー協議会(ATENA)を設立して，社会からの信頼回復
に向けた体制を整えてきました。
ATENAは，産業界が高い次元で安全性を確保するために，自律的かつ継続的に取り組みを定着させてい
くことを目的とした組織です。規制当局とも対話を重ねながら，効果的な安全対策を立案し，事業者の現場
への導入を促進してきました。
設立にあたってはアメリカのNEI(Nuclear Energy Institute)をモデルとし，規制に関わる技術論を規制当
局と対等な立場で議論できる環境の実現を目指しています。しかし，対話や議論の第一歩は相手との信頼関
係の構築からです。当初，規制当局からは期待の声がある一方，様子見といった姿勢も感じられました。規
制当局と事業者の信頼関係をどのように構築するかが大きな課題となっていました。信頼関係は一朝一夕に
築けるものではありません。そのため，地道な技術的取り組みを積み重ね，安全性向上に資する確かな実績
を築くことが不可欠であると考えました。
ATENAでは，規制の枠を越え，自ら安全性を高める取り組みを軸に，原子力の利用価値をさらに向上さ
せるために，これまでの活動を振り返り，産業界全体としてさらなる意識の変革を促すために，昨年，以下
の基本方針を策定し，広く産業界と共有を図りました。
1．技術論で正々堂々と議論することを改めて徹底する。
2．先手で管理する。規制当局に先んじて，技術的知見に基づいて合理的かつ効果的な対策の内容や範囲
を提示し，自ら推進する。
3．他から学び，将来につなげる。国内外の知見を積極的に取り入れ，原子力の価値を一層向上させる取り
組みを提案し，実現していく。
また，昨今，エネルギーを取り巻く状況が大きく変化する中，第 7次エネルギー基本計画も踏まえ，安全性
向上に向けたリスク情報を活用した事業者の取り組みや，革新炉の導入といった新たな課題にATENAとし
て積極的に取り組む必要があります。2月に開催したATENAフォーラムでOECD/NEAのマグウッド氏は
「規制当局は進歩の妨げになってはならない。規制の不確実性を減らすために一緒に考えることが重要であ
る」と述べられました。ATENAは昨年から，革新軽水炉の導入にあたって既設炉と異なる新設計を採用する
に際に，現行の規制基準のままで審査を受けられるのかについて共通認識を醸成するため，規制当局との意
見交換を開始しました。これにより，規制の予見性を高め，円滑な開発につなげることを目指します。
また，燃料開発をはじめ，さまざまな技術開発，さらにはAI や 3 Dプリンタなどの新技術の導入・活用に

おいても，学協会などでの議論の段階から規制当局とともに，オープンな検討を進めることが極めて重要で
す。さらに，学協会による技術評価(エンドース)を規制当局が円滑に進めるための支援も，現時点での重要
な課題の一つです。
ATENAは，産業界の継続的な安全性向上への取り組みにリーダーシップを発揮し，原子力規制委員会の
カウンターパートとなるべく，引き続き努力し，社会との信頼関係を一層深めることを目指します。

(2025 年 2 月 25 日 記)
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